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１．有明海沿岸道路の概要（沿線地域の繋がり）

有明海沿岸道路沿線地域は、大牟田～荒尾や荒尾～玉名の隣接する市間の繋がりが強い。
地域間の繋がりの変化をみると、隣接しない自治体間や、佐賀県や福岡県といった県外などの広域的

な繋がりが強くなっている。

▲有明海沿岸道路沿線地域の通勤通学流動

資料：国勢調査（R2）

▲有明海沿岸道路沿線地域の通勤通学流動の変化（R2/H17）

資料：国勢調査（H17、R2）

※赤字：有明海沿岸道路沿線地域内での通勤通学者のうち1,000人以上
有明海沿岸道路沿線地域内外での通勤通学者のうち10,000人以上

沿線地域内の通勤通学者数の伸び：0.90
（R2：435,543人／H17：482,155人）
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１．有明海沿岸道路の概要（熊本地震時の状況）

熊本地震発生時、九州縦貫道の長期間通行止めに伴い、国道3号のみならず、国道208号、国道501号
への迂回も多く発生し、渋滞が発生したため、九州北部方面発着の物資輸送等に支障。

１，九州縦貫⾃動⾞道 ２，国道３号

３，国道208号 ４，国道501号

（地震時状況）
・地震により植木ＩＣ～八代ＩＣが通行止め
・通過車両が国道３号へ迂回
・南関ＩＣ、菊水ＩＣからＲ２０８、Ｒ５０１へ迂回誘導

（地震時状況）
・九州縦貫道の通行止めにより国道３号へ流入
・交通容量不足により渋滞
・地震直後に10km/h以下の区間が多く発生

（地震時状況）
・国道３号の渋滞により国道２０８号へ流入
・交通容量不足により渋滞
・震災直後交通量が約８％増加

国道208号（玉名市田崎）

（地震時状況）
・国道３号、２０８号の渋滞により国道５０１号へ流入
・長洲～熊本西区役所までの所要時間55分⇒83分

平均旅行速度 38.6km/h → 25.4km/h

国道501号（玉名市天水町部田見）

国道３号（熊本市植木）九州縦貫道（府領第一橋）

※通行止め箇所は主要箇所のみ掲載(H28.4.17)

写真① 写真②

写真③ 写真④

E3

写真①

写真③

写真④

写真②
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１．有明海沿岸道路の概要（道路交通状況）

九州北部方面と接続する広域道路網は、福岡県側では九州縦貫自動車道と有明海沿岸道路のダブル
ネットワークが構築されているが、熊本県側は九州縦貫自動車道のみのシングルネットワーク。

一般国道は熊本県側では容量超過しており、九州北部方面との円滑な移動を支え、災害時に広域道
路網を補完できる役割を有する道路網が必要。

資料：全国道路・街路交通情勢調査（H27）

断面Ⅰ

断面Ⅱ

九州縦貫自動車道

有明海沿岸道路

九州縦貫自動車道

ダブル
ネットワーク

シングル
ネットワーク

【断面Ⅱ：熊本区間】
〇幹線道路の交通状況：容量確保

断面交通量：519百台/日
断面混雑度：1.18

【断面Ⅰ：福岡区間・県境部】
〇幹線道路の交通状況：容量確保

断面交通量：293百台/日
断面混雑度：0.89



２．有明海沿岸道路に期待される効果（沿線自治体意見）
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自治体 意見（概要）

熊本市
・災害時の代替機能・ダブルネットワーク機能の強化や、沿線経済活動の活性化、沿岸地域の交通の整流化に向けて、「荒尾市以南の早期

整備」に期待。
・熊本都市圏や天草方面のネットワーク計画とも関連する事業であり、計画の具体化が必要。

荒尾市

・物流や観光面での地域活性化の加速及び災害時の代替機能の強化など、広域ネットワークの確立に向けて、「三池港IC連絡路の早期完
成」「荒尾～長洲の早期事業化」「長洲町以南のネットワーク計画の具体化」に期待。

・南新地地区（あらお海陽スマートタウン）の事業効果を最大化する (仮)荒尾北ICまでの早期開通に期待。
・市内の渋滞等の交通問題の解消や広域的な地域間ネットワークの形成による人流・物流の活性化など、荒尾以南への早期延伸に期待。
・都市圏のネットワークにつながり、投資が盛んな菊池地域にもつながる有沿連絡についても早期の計画具体化に期待

玉名市

・災害時の代替機能やダブルネットワーク機能の強化、さらに沿線経済活動の活性化のため「大牟田～長洲の早期事業化」と「長洲町以南
のネットワーク計画の具体化」に期待。

・頻発・激甚化する災害に対する迅速な救援活動や支援物資の輸送などの重要な役割を担う道路であり、被災地の早期復旧、復興に寄与す
ることを期待する。

・渋滞や災害時など、玉名市街地の交通問題の緩和にもつながる「全線の早期完成」に期待。
・九州各県を繋ぐ広域観光ルートが形成されることにより、経済の活性化に期待する。
・熊本港や長洲港と三池港や佐賀空港などの重要拠点を効果的に結び、熊本県全体の産業振興に期待。
・熊本市や菊池地域へのアクセス向上により生活面や経済面でも期待できる有明海沿岸連絡道路についても早期の計画具体化に期待。

長洲町

・台風や豪雨時の浸水や高潮等による現道の脆弱性が問題となっている地域であり、災害時の代替機能・ダブルネットワーク機能の強化や
沿岸地域の経済の活性化など多くのストック効果に期待。

・地域経済・産業分野においては、造船やアルミサッシ製造業を中心とした長洲工業団地、名石浜工業団地を有しており、有明地域の更な
る出荷額の増加及び経済交流の更なる拡大により、熊本県北地域への企業進出や更なる地域活性化に期待。

・観光分野においても、九州自動車道・九州新幹線等アクセスが良い地域であり、佐賀方面のアクセス向上を含めて更なる交通ネットワー
クの向上、また、有明フェリーが発着する長洲港を通じて、福岡県・佐賀県のみならず長崎県からの観光客の増加にも期待。

・長洲町は大牟田市を中心とした有明圏域定住自立圏を構成しており、三池港や九州自動車道等への交通ネットワークの強化、物流網の拡
充により、町内企業等の経済活性化、定住促進等の相乗効果も期待

・九州縦貫道や中九州横断道路へのアクセスが向上する有明海沿岸連絡道路についても早期の計画具体化に期待。

玉東町

・災害時の代替機能・ダブルネットワーク機能の強化や、沿線経済活動の活性化のため、「大牟田～長洲の早期事業化」、「長洲町以南の
早期整備並びにネットワーク計画の具体化」に期待。

・玉東町周辺の交通問題の緩和や熊本市・菊池地域へのアクセス向上により、通勤圏拡大や防災力強化、企業・観光客誘致などの役割が期
待できる「有明海沿岸連絡道路」も早期の計画具体化に期待。

自治体からは、渋滞解消等の生活面、防災面、経済面、観光面での期待が寄せられた。
具体的には、「全線の早期整備」、「都市計画決定済み区間の早期事業化」、「荒尾以南への延伸」、

「有明海沿岸連絡道路を含む長洲以南のネットワーク計画の具体化」などの要望があった。



２．有明海沿岸道路に期待される効果（連携・交流）
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地域間連携・交流促進：沿線地域間の所要時間が短縮し、沿線都市の連携・交流の促進が期待される。

▲有明海沿岸道路の沿線地域と広域交通拠点の概況

▲大牟田市～鹿島市間の所要時間の変化

福岡・佐賀区間の整備効果
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熊本県区間の整備により期待される効果

地域間連携・交流促進：広域交通ネットワークの形成

○福岡県・佐賀県の有明海沿岸地域だけでなく、航路を
介した長崎県や天草方面、熊本都市圏、菊池・山鹿
方面への広域交通ネットワークの形成に期待。

○速達性の向上による通勤圏の拡大や利便性向上に
よる定住促進、まちづくり等への寄与に期待。

⻑洲港

三池港

九州佐賀国際空港

熊本港

阿蘇くまもと
空港

広域交通
ネットワークを形成



２．有明海沿岸道路に期待される効果（防災）
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防災機能の強化：熊本地震時には有明海沿岸道路や有明海沿岸地域の国道が活用されており、大規模災害の
発生時には、九州北部からの緊急支援物資の供給など、円滑な救援物資等の輸送支援に期待。

福岡・佐賀区間の整備効果

▲平成28年熊本地震時の通行止め発生状況

緊急物資輸送車両の活動状況（鳥栖市） 九州道の被災状況（益城バスストップ付近）

※H28．4．16～4．29通行止め
（植木ＩＣ～益城熊本空港間）

▲熊本地震時における救援物資等の輸送ルート

▲九州北部からの救援物資等の輸送イメージ

熊本県区間の整備により期待される効果

防災機能の強化：災害時の緊急輸送路を確保

○熊本地震時の教訓を踏まえ、大規模災害発生時にも
機能する、災害時の代替機能・ダブルネットワーク機
能の強化に期待。



２．有明海沿岸道路に期待される効果（地域経済）

地域経済の活性化：沿線地域では、企業・商業施設の立地や進出・増設の計画もあり、今後物流ネットワークの強化
を通じた、更なる地域経済の活性化への寄与に期待。

福岡・佐賀区間の整備効果

▲有明海沿岸地域の企業等の進出状況
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資料：各自治体産業振興課等（R4.1）

地域経済の活性化

7

熊本県区間の整備により期待される効果

○工業が盛んな地域を有し、九州縦貫道や沿線および
周辺の港湾・空港等とのアクセス改善により、広域物
流ネットワークの強化に期待。

○経済活動の活性化を通じた出荷額の増加や、新たな
企業誘致による地域活性化に期待。

広域物流
ネットワークの強化

⻑洲港

三池港

九州佐賀国際空港

熊本港

阿蘇くまもと
空港



２．有明海沿岸道路に期待される効果（観光）
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観光産業の活性化：熊本空港、佐賀空港、長洲港、三池港等の交通拠点等から沿線観光施設へのアクセス性の向
上による観光産業の活性化への寄与に期待。

福岡・佐賀区間の整備効果

▲有明海沿岸道路沿線地域の主要観光地

熊本県区間の整備により期待される効果

観光産業の活性化

○九州縦貫道、九州新幹線、熊本空港、佐賀空港等の
広域交通軸・拠点を活かした観光振興に期待。

○長洲港を発着する有明フェリーとも一体となって、観
光資源が豊富な有明海沿岸地域の観光産業の活性
化に期待。

有明海沿岸道路沿線地域の観光拠点の
結びつきを強化

⻑洲港

三池港

九州佐賀
国際空港

熊本港

阿蘇くまもと
空港



３．有明海沿岸道路(長洲町～荒尾市)間の状況＜都市計画決定済み区間＞
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並行する国道208号は主要渋滞箇所が2箇所、事故危険箇所が2箇所存在しており、国道389号は事故
危険箇所が1箇所存在し、いずれも荒尾駅周辺に位置。

大雨により、荒尾駅周辺の国道208号は冠水による通行止めが頻発しているとともに、広範囲にわたっ
て、高潮による浸水で国道389号・国道208号の寸断が懸念。

三池港IC
みいけこう

荒尾産業団地

荒尾市民病院

荒尾市役所

荒尾駅

荒尾市ウェルネス
拠点施設（仮称）

南荒尾駅

三池港

万田坑

H27：19,147台/⽇
（1.53）

H27：16,640台/⽇
（1.13）
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（1.10）
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（ 1.13）
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（0.61）
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（1.14）
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（2.09）

平均旅⾏速度
25.5km/h
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36.9km/h

平均旅⾏速度
36.3km/h

平均旅⾏速度
41.1km/h

平均旅⾏速度
33.3km/h

写真③ 冠水状況（原万田交差点）

R4.8.17
※R2〜R4で合計8回発⽣
（R2：2回、R3：2回、R4：4回）R4.12.7

写真① 交通状況（荒尾市宮内交差点） 写真② 交通状況（荒尾市本村交差点）

R4.12.7

写真③

写真①
写真②

有明海沿岸道路
（三池港IC連絡路）

荒尾北IC
（仮称）

荒尾南IC
（仮称）

グリーンランド

長洲～大牟田 都市計画決定済み



３．有明海沿岸道路(長洲町～荒尾市)間の状況＜都市計画決定済み区間＞
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三池港IC
みいけこう

あら おきた

写真④写真③写真②写真①

※右折禁⽌

※直進・右折禁⽌

荒尾駅周辺での東西方向（図中の上下方向）の移動については、東西をつなぐ道路のほとんどがJRと
踏切（平面）交差となっているなど、円滑な交通に課題がある。

荒尾北IC
（仮称）

荒尾南IC
（仮称）

荒尾市
本村



当該区間に位置する荒尾競馬場跡地は、平成28年度から土地区画整理事業を進めており、道の駅等
の機能を有した「荒尾市ウェルネス拠点施設（仮称）」を令和８年に開業予定。

３．有明海沿岸道路(長洲町～荒尾市)間の状況＜都市計画決定済み区間＞

11

【荒尾市ウェルネス拠点施設（仮称）整備・運営事業】

子どもから高齢者まで全ての人々が、心豊かに健康で快
適に過ごせる居住環境・交流環境を創出するために必要な
手段や機能を定めており、「道の駅」や「保健・福祉・子
育て支援施設」、「交流空間」を整備する予定。(令和８年
度開業予定)

資料：UR都市機構

資料：荒尾市

【事業用地】

【イメージ図】

【事業に供される公共施設の種類】

資料：荒尾市HP(R3.10)

▲荒尾競馬場跡地の区画整理の状況

(仮称)
荒尾北IC

有明海沿岸道路

■芝生広場の整備

■大屋根広場の整備

■道の駅あらお(仮称)の整備

■保健・福祉・子育て支援施設
(仮称)の整備



通過交通

43%

その他

交通

57%
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４．有明海沿岸道路(玉名市～長洲町)間の状況 ＜国道の交通状況＞

玉名市～長洲町間の現道は玉名市・長洲町を通過する交通が約4割。
国道208号は主要渋滞箇所が2箇所存在。混雑度が1.0を超過している区間は全体の約9割以上。
国道501号は主要渋滞箇所は存在しないが、混雑度が1.0を超過している区間は全体の約5割。

12

断面①

▲交通特性(断面①)

資料：ETC2.0（R3.10）

※地域内：長洲町、玉名市

資料：全国道路・街路交通情勢調査（H27）

▼国道208号(玉名～長洲（荒尾）)の交通量

▲国道501号(玉名～長洲)
の交通量
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４．有明海沿岸道路(玉名市～長洲町)間の状況 ＜交通安全性＞

国道208号は1kmあたりの死傷事故件数が県内国道平均の約2.1倍。事故類型をみると、追突の割合が
約7割と高い。

国道501号は1kmあたりの死傷事故件数が県内国道平均の約1.2倍。事故類型をみると、追突の割合は
国道208号より低く、出会い頭などの割合が高い。
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【国道208号(玉名～長洲（荒尾）)】

▲死傷事故類型

資料：交通事故統合データベース（H29～R2）

【国道501号(玉名～長洲)】

▼国道208号(玉名～長洲（荒尾）)の1kmあたりの死傷事故件数

約6割の区間で県内国道平均を超過

平均2.3件/km・年（県内国道平均の約2.1倍)
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※小数点以下の関係で合計が100%にならない

※小数点以下の関係で合計が100%にならない

 1kmあたりの死傷事故件数  熊本県内国道平均（1.1件/km・年）  1kmあたりの平均死傷事故件数



４．有明海沿岸道路(玉名市～長洲町)間の状況 ＜防災＞

14

玉名市～長洲町は沿岸部の広範囲にわたって津波・高潮の浸水想定区域が広がっている。
国道208号は玉名市街地、国道501号は全区間で高潮による浸水が予測されており、両幹線道路ともに

道路が寸断する可能性がある。
津波による浸水について、国道208号は道路が寸断されないものの、国道501号は道路が寸断する可

能性がある。

▲国道208号(玉名～長洲（荒尾）) ・国道501号（玉名～長洲）の
高潮浸水想定区域

▲国道208号（玉名～長洲（荒尾）) ・国道501号（玉名～長洲）の
津波浸水想定区域



通過交通
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５．有明海沿岸道路(熊本市～玉名市)間の状況 ＜交通状況＞

熊本市～玉名市間の現道は玉名市・玉東町を通過する交通が約6割。
国道208号は主要渋滞箇所が7箇所存在。混雑度が1.0を超過している区間は全体の約9割以上。
国道501号は主要渋滞箇所が1箇所存在。混雑度が1.0を超過している区間は全体の約8割。

15▲交通特性(断面②)

資料：ETC2.0（R3.10）

※地域内：玉名市、玉東町

断面②

資料：全国道路・街路交通情勢調査（H27）
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交通量
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1.0

▼国道208号(熊本～玉名)の交通量



国道208号は1kmあたりの死傷事故件数が県内国道平均の約2.1倍。事故類型をみると、追突の割合が
約8割と高い。

国道501号は1kmあたりの死傷事故件数が県内国道平均の約1.1倍。事故類型をみると、追突の割合は
国道208号より低く、出会い頭や正面衝突などの割合が高い。

16

５．有明海沿岸道路(熊本市～玉名市)間の状況 ＜交通安全性＞
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【国道208号(熊本～玉名)】

▲死傷事故類型

資料：交通事故統合データベース（H29～R2）

【国道501号(熊本～玉名)】
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17▲国道208号(熊本～玉名) ・国道501号(熊本～玉名)の高潮浸水想定区域

５．有明海沿岸道路(熊本市～玉名市)間の状況 ＜防災＞

国道208号は玉名市街地、国道501号は玉名市の全区間や熊本市の一部区間で高潮による浸水が予
測されており、両幹線道路ともに道路が寸断する可能性がある。

津波による浸水について、国道208号は道路が寸断されないものの、国道501号は道路が寸断する可
能性がある。

▲国道208号(熊本～玉名) ・国道501号(熊本～玉名)の津波浸水想定区域



長洲町（港）～大牟田市（三池港）間では都市計画決定済で、三池港IC連絡路を事業中。
玉名市～長洲町（港）間では、有明海沿岸道路が位置付けられている。
熊本市～玉名市間では、有明海沿岸道路と有明海沿岸連絡道路が位置付けられている。

６．各区間毎の整理（道路計画の状況）

18

三池港

E3

下硯川ＩＣ

和泉ＩＣ

花園ＩＣ

三池港ＩＣ連絡路
延長：2.7km
(熊本県：1.7km）

有
明
海
沿
岸
道
路

熊本港

長洲町役場
玉東町役場

和水町役場

山鹿市役所

菊池市役所

合志市役所

菊陽町役場

益城町役場

荒尾市役所

熊本市役所

熊本空港連絡道路

熊
本
都
市
圏

南
連
絡
道
路

H27：16,047台/⽇
（0.61）

H27：11,259台/⽇
（1.10）

H27：11,259台/⽇
（1.67）

H27：12,893台/⽇
（1.24）

H27：15,209台/⽇
（1.11）

H27：17,896台/⽇
（1.22）

H27：19,147台/⽇
（1.53）

H27：16,640台/⽇
（1.13）

H27：17,520台/⽇
（1.14）

H27：16,927台/⽇
（1.01）

H27：17,324台/⽇
（1.16）

H27：22,828台/⽇
（1.52）
H27：22,828台/⽇

（1.69）

H27：15,295台/⽇
（1.09）

H27：11,724台/⽇
（0.85）

高規格道路（調査中）

構想路線

都市計画決定区間

主要渋滞箇所

事故危険箇所

第三次医療施設

第二次医療施設

荒尾市
⽟名市

熊本市

⻑洲町

長洲町（荒尾市）～玉名市

玉名市～熊本市

⻑洲港

玉名市役所

【都市計画決定】
有明海沿岸道路
延長：8.16Km
（熊本県区間）
W=12m ２車線



荒尾市～長洲町では、既に都市計画決定済みで、荒尾南IC以北に道路課題が集中。
荒尾南IC以北の交通課題の解消に資する区間（（仮）荒尾北IC～（仮）荒尾南IC）から優先的に整備。
荒尾南IC以南は、引き続き、国・県で調査・検討。

■都市計画決定済区間【荒尾市～長洲町】

19

荒尾南IC（仮称）以北 荒尾南IC（仮称）以南

道路計画状況
・都市計画決定済（H27.4）
・三池港IC連絡路事業中

・都市計画決定済（H27.4）

道
路
の
課
題

交通状況
(渋滞・走行性)

【R208】
・主要渋滞箇所 ２箇所
・平均混雑度 1.12
・平均旅行速度

32.7km/h

【R389】
・主要渋滞箇所 なし
・平均混雑度 0.61
・平均旅行速度

38.3km/h

【R208】
・主要渋滞箇所 なし
・平均混雑度 1.14
・平均旅行速度

36.3km/h

【R389】
・主要渋滞箇所 なし
・平均混雑度 1.23
・平均旅行速度

34.9km/h

交通安全性
(事故)

【R208】
・事故危険箇所

２箇所
・平均死傷事故件数

3.8件/km
(県内国道平均

の約3.5倍)

【R389】
・事故危険箇所

１箇所
・平均死傷事故件数

3.2件/km
(県内国道平均

の約2.9倍)

【R208】
・事故危険箇所 なし

・平均死傷事故件数
2.9件/km

(県内国道平均
の約2.6倍)

【R389】
・事故危険箇所 なし

・平均死傷事故件数
1.3件/km

(県内国道平均
の約1.2倍)

災害リスク
(高潮・津波)

・R208の一部で道路寸断の恐れ（高潮）
・R389の概ね全ての区間で道路寸断の恐れ（高潮）

・R208の一部で道路寸断の恐れ（高潮）
・R389の概ね全ての区間で道路寸断の恐れ（高潮）

今後の方針（案）
・荒尾南IC以北における交通課題の解消に資する区間
（荒尾北IC(仮称)～荒尾南IC(仮称)）から優先的
に整備

・引き続き、国・県で調査し、役割分担を検討

６．各地域間毎の整理 【都市計画決定済区間】

※整備主体については、国、県で要調整



長洲町～熊本市において、交通状況・災害リスク等の課題を抱えており、広域的なネットワーク計画の
整理・検討が必要。

長洲町～玉名市区間は、地域・道路の課題や周辺幹線道路の計画状況を踏まえ、道路計画の具体化
に向けた検討。

玉名市～熊本市は、熊本県新広域道路交通計画において、新たに有明海沿岸連絡道路が構想路線
に位置づけられ、道路の課題等を踏まえながら幹線道路計画と役割・機能の分担等の検討。

長洲町～玉名市 玉名市～熊本市

期待される機能
・広域的な物流・人流ネットワークの強化（熊本港・三池港・佐賀空港等との連携）
・災害時の代替機能の確保やダブルネットワーク機能の強化による緊急支援物資等の輸送支援
・道路、鉄道等の広域交通軸や空港、港湾等の交通拠点とのアクセス強化による観光産業の活性化

周辺幹線道路の計画 ・有明海沿岸道路（調査中）
・有明海沿岸道路（調査中）
・熊本県新広域道路交通計画で有明海沿岸連絡道路が構想路線に新

たに位置付け(R3.6)

道
路
の
課
題

交通状況 (渋滞)

【R208】
・主要渋滞箇所 ２箇所
・平均混雑度 1.13

【R501】
・主要渋滞箇所なし
・平均混雑度 0.87

【R208】
・主要渋滞箇所 ７箇所
・平均混雑度 1.22

【R501】
・主要渋滞箇所 １箇所
・平均混雑度 1.19

交通安全性
(事故)

【R208】
・事故危険箇所 なし
・平均死傷事故件数

2.3件/km
(県内国道平均

の約2.1倍)

【R501】
・事故危険箇所 なし
・平均死傷事故件数

1.3件/km
(県内国道平均

の約1.2倍)

【R208】
・事故危険箇所 １箇所
・平均死傷事故件数

2.3件/km
(県内国道平均

の約2.1倍)

【R501】
・事故危険箇所 １箇所
・平均死傷事故件数

1.2件/km
(県内国道平均

の約1.1倍)

災害リスク
(高潮・津波)

・R208の一部で道路寸断の恐れ（高潮）
・R501の概ね全ての区間で道路寸断の恐れ（津波・高

潮）

・R208の一部で道路寸断の恐れ（高潮）
・R501の一部で道路寸断の恐れ（津波・高潮）

今後の方針（案）
・災害リスクや幹線道路の課題等を踏まえながら、概

略ルート等の検討
・多数の主要渋滞箇所や高い平均混雑度等の諸課題を踏まえながら、

周辺の幹線道路計画との機能分担の検討

■調査中区間（都市計画未決定区間）【長洲町～熊本市】
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６．各地域間毎の整理 【都市計画未決定区間】

※整備主体については、国、県、市で要調整



⻑洲港

三池港

E3

下硯川ＩＣ

和泉ＩＣ

花園ＩＣ

荒尾北IC(仮称)～長洲町
【都市計画決定(H27.4)】

延長：8.16km
幅員：12m ２車線

【優先整備区間】
荒尾北IC(仮称)～
荒尾南IC(仮称)

有
明
海
沿
岸
道
路

長洲町～熊本市
【都市計画未決定】

熊本港

長洲町役場
玉名市役所

玉東町役場

和水町役場

山鹿市役所

菊池市役所

合志市役所

菊陽町役場

益城町役場

熊本市役所

H27：16,047台/⽇
（0.61）

H27：11,259台/⽇
（1.10）

H27：11,259台/⽇
（1.67）

H27：12,893台/⽇
（1.24）

H27：15,209台/⽇
（1.11）

H27：17,896台/⽇
（1.22）

H27：19,147台/⽇
（1.53）

H27：16,640台/⽇
（1.13）

H27：17,520台/⽇
（1.14）

H27：16,927台/⽇
（1.01）

H27：17,324台/⽇
（1.16）

H27：22,828台/⽇
（1.52）

H27：22,828台/⽇
（1.69）

H27：15,295台/⽇
（1.09）

H27：11,724台/⽇
（0.85）

荒尾市
⽟名市

熊本市

⻑洲町

熊本空港連絡道路

荒尾北IC
（仮称）

荒尾南IC
（仮称）

三池港IC

長洲IC
（仮称）

荒尾市役所

熊
本
都
市
圏

南
連
絡
道
路

⽟東町

７．有明海沿岸道路（熊本県内区間）の今後の方針（案）について

主要渋滞箇所

事故危険箇所

第三次医療施設

第二次医療施設

高規格道路（調査中）

構想路線

都市計画決定区間

21

荒尾北IC(仮称)～長洲町【H27.4都市計画決定済】 長洲町～熊本市【都市計画未決定】

荒尾北IC(仮称)～荒尾南IC(仮称) 荒尾南IC(仮称)～長洲町 長洲町～玉名市 玉名市～熊本市

今後の方針
（案）

優先的に整備 国と県で役割分担検討 国と県で概略ルート等検討
国と県・市で周辺道路計画との
機能分担検討


